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答

弁

第

四

二
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衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
主
食
の
増
配
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一 

例
年
端
境
期
で
あ
る
関
係
か
ら
米
の
ヤ
ミ
価
格
は
騰
貴
す
る
時
期
で
あ
る
が
、
本
年
は
朝
鮮
の
内
戰
が
影
響
し
て
、
米

の
ヤ
ミ
価
格
は
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
し
て
い
る
。 

二 

本
年
七
月
一
日
現
在
に
お
け
る
政
府
所
有
主
要
食
糧
の
推
定
持
越
高
の
総
量
及
び
品
目
別
内
訳
は
左
の
通
り
で
あ
る
。 

   

政
府
と
し
て
は
従
来
通
り
嚴
重
な
取
締
り
を
行
う
と
同
時
に
、
で
き
れ
ば
臨
時
的
に
若
干
米
の
配
給
量
を
増
し
て
ヤ
ミ

価
格
の
騰
貴
を
防
止
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

（1） 

国
内
産 

最
近
の
食
糧
庁
調
査
課
調
査
に
よ
る
東
京
、
大
阪
に
お
け
る
米
の
ヤ
ミ
価
格
の
動
向
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
主
食
の
増
配
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



三 

（1） 

主
食
の
配
給
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
関
係
方
面
と
折
衝
中
で
あ
る
が
、
目
下
折
衝
中
の 
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合
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一
九
、
三
六
七 

食
糧
の
買
入
先
に
つ
い
て
は
、
買
入
又
は
輸
入
さ
れ
た
数
量
に
つ
い
て
こ
れ
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

売
却
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
買
入
先
別
に
整
理
は
し
て
い
な
い
の
で
、
在
庫
高
に
つ
い
て
買
入
先
別
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 



（
ニ
）
実
施
時
期
は
七
月
中
の
実
施
は
困
難
と
な
つ
た
の
で
八
月
に
実
施
す
る
。 

（
ハ
）
配
給
の
対
象
は
、
現
に
主
食
の
配
給
を
受
け
て
い
る
消
費
者
及
び
一
部
保
有
農
家
と
す
る
。 

（
ロ
）
右
の
外
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
神

、
広
島
、
福
岡
の
八
大
都
市
及
び
特
に
指
定
す
る
隣

接
都
市
に
五
日
分
の
小
麦
粉
（
そ
の
製
品
を
含
む
）
を
特
別
加
配
と
し
て
配
給
す
る
。 

（
イ
）
左
の
特
に
米
の
配
給
割
合
の
低
い
都
道
府
県
に
対
し
、
配
給
予
定
の
麦
製
品
に
代
え
、
五
日
分
の
米
を
配
給

す
る
。
（
従
つ
て
、
米
食
率
の
引
上
げ
と
は
な
る
が
、
米
の
特
配
で
は
な
い
。
） 

案
は
左
の
通
り
で
あ
る
。 

北
海
道
、
群
馬
、
東
京
、
神
奈
川
、
山
梨
、
靜
岡
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
広
島
、
山
口
、

德
島
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
長
崎
、
宮
崎
、
鹿
兒
島 

こ
の
た
め
の
所
要
量
は
玄
米
換
算
六
一
、
八
〇
〇
屯
（
約
四
一
二
、
〇
〇
〇
石
）
で
あ
る
。 

右
の
所
要
量
は
、
玄
米
換
算
二
七
、
〇
〇
〇
屯
（
約
一
八
〇
、
〇
〇
〇
石
）
で
あ
る
。 

五 

 



四 

主
要
食
糧
の
業
務
用
配
給
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
よ
り
米
以
外
の
主
要
食
糧
に
つ
き
左
の
も
の
を
対
象
と
し
て
実
施

し
て
お
る
の
で
あ
つ
て
、
六
月
及
び
七
月
に
お
け
る
割
当
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
、
一
一
〇
屯
で
あ
る
。
品
目
は
小
麦
粉
を

主
体
と
し
一
部
に
乾
め
ん
、
そ
ば
等
の
品
目
も
配
給
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

（3） 

飮
食
営
業
臨
時
規
整
法
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
飮
食
営
業
者 

（（2） 

労
務
加
配
を
受
け
て
い
な
い
勤
労
者
、
学
生
又
は
生
徒
を
対
象
と
す
る
会
社
官
公
庁
及
び
学
校
に
附
属
す
る
給
食
施 

1） 

社
会
事
業
を
目
的
と
す
る
給
食
施
設
（
厚
生
食
堂
） 

（3） 

消
費
者
に
対
し
て
は
、
関
係
方
面
と
の
折
衝
が
終
了
次
第
今
回
の
特
別
措
置
の
趣
旨
及
び
大
要
を
公
表
す
る
予
定 

（2） 
配
給
さ
れ
る
食
糧
は(

1)

に
記
し
た
よ
う
に
米
及
び
小
麦
粉
で
あ
り
、
そ
の
加
工
歩
留
は
、
何
れ
も
現
在
当
該
地 

設
（
職
域
食
堂
） 

で
あ
る
。 

域
に
配
給
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
と
す
る
。 

六 

 



 

七 

（4） 
鉄
道
の
停
車
場
の
構
内
又
は
客
車
内
に
お
い
て
旅
客
に
食
事
を
提
供
し
販
売
す
る
業
者 

な
お
、
配
給
価
格
は
食
糧
配
給
公
団
の
一
般
消
費
者
に
対
す
る
配
給
価
格
で
あ
り
、
配
給
の
実
績
に
つ
い
て
は
目
下

集
計
中
で
あ
る
。 

五 

主
食
の
品
目
別
配
給
辞
退
量
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
一
日
以
降
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
年
五
月
迄

の
実
績
は
別
表
の
通
り
と
な
る
。 

配
給
辞
退
さ
れ
た
食
糧
は
、
再
度
綜
合
用
に
配
給
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
品
質
の
低
下
そ
の
他

の
事
由
で
綜
合
配
給
不
適
と
な
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
般
消
費
者
、
工
場
事
業
場
、
学
校
、
病
院
等
に
対
す
る
特
配

用
、
工
業
用
、
飼
料
用
等
に
転
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。 

転
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
売
却
価
格
は
差
引
か
な
い
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
品
質
の
相
当
低
下

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
値
引
を
し
た
場
合
の
損
失
に
つ
い
て
は
目
下
調
査
中
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




